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標本データによる横浜市の各区の植物相の特徴
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はじめに

横浜の植物相については，「横浜附近植物目録」

（松野， 1917），『多摩正陵雌子川流域の植物』（出口，

1953），『横浜植物誌』 （出口， 1968）などにより報告

されているほか，『神奈川県植物誌1988j（神奈川県

植物誌調査会編， 1988）や『神奈川県植物誌2001』（神

奈川県植物誌調査会編， 2001）などの，より広範囲

の植物誌によっても，その概要を知ることができる。

さらに， 2003年に刊行された『横浜の植物』（横浜植

物会編， 2003）は，『神奈川県植物誌1988』の刊行後，

f神奈川県植物誌2oouのための調査と平行して準備
が進められ， 2000年時点での横浜の植物相を詳細に

言己主表したものである。

ここでは，『横浜の植物』所載の 「維管束植物誌」

（以下便宜的に「横浜維管束植物誌」と表記）に掲載

されている分布図の証拠標本として収集されたさく

葉標本のデータを用い，区ごとの植物の分布状況に

ついて概説する。なお，横浜市における植物地理区

分に関しては，田中 （2004）を参照いただきたい。

報告に先立ち，『横浜の植物』の刊行を推進された

横浜植物会会長の高橋秀男と事務局長の堀川美哉の

両氏，その基礎となった標本を収集された横浜植物

会や神奈川県植物誌調査会の方々に感謝の意を表し

たい。また，本稿の内容について，貴重なご意見を

いただいた神奈川県立生命の星・地球博物館の勝山

輝男氏にも感謝申し上げる。

対象および方法

1）「横浜維管束植物誌Jのための調査
「横浜維管束植物誌」のための調査は，『神奈川県

植物誌2oou（神奈川県植物誌調査会編， 2001）の調

査と平行し， 1994年から進められた。市内18区を調

査メ ッシュ （以下“区”と表現）とし，各区に分布

する植物を各種最低l点は採集し， 標本とする方針

で調査を進めた。なお，標本の採集地は，国土基本

メッシュ （3次メッシュ；国土地理院発行の1/25,000

地形図を10×10等分したメッシュで，約ll包囲方の
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大きさになり，横浜市は500メッシュに区分される）

で記録している。

2）対象とした分類群

「横浜維管束植物誌」では，基本的に変種以上の分

類群に番号をつけ見出しとしているが，品種でも見出

しとしたものや，逆に変種でも軽微な差異であるため

に品種相当と考え，見出しとしなかった分類群もあ

り， 1,953分類群が見出しとして掲載されている。ま

た，それ以外に雑種として60分類群， 参考種のうち，

文献上の記録のみがあって標本が確認されていない絶

滅種相当種として39分類群が掲載されており，栽培

種を除いた市内に自生する野生植物は， 2,052分類群

となる。なお，本報でいう“分類群”とは，種，亜種，

変種，品種などを区別せずに示す単位である。

一方，収集された標本データにより，例外として

分布図が掲載された品種や，見出しとはされたが分

布図が掲載されなかった雑種なども 1種類と数える

と， 1,976分類群の標本データがある。田中 （2003b)

で1,971分類群としているのは，区ごとの採集分類

群を集計したために，採集された区が不明な，サジ

オモダカ，タマヤブジラミ，ヒメハッカ，シデシヤ

ジン，ムジナオオバコが含まれていないためである。

本報告では，より詳細な解析を試みるため，分布

図では統合されている変種や品種などの85分類群を

細分し，2,061分類群を対象とした。また，田中（2003b)

は，「横浜維管束植物誌」に掲載されている分類群数

を2,052分類群，うち帰化植物を677分類群と報告し，

北川 （2003）は横浜のレッドデータ植物として， 564

分類群を抽出している。しかし，その後，北川・田中

(2004）では，各データを精査し，「横浜維管束植物誌」

では，帰化植物 （移入種）とされたヤマボウシ，レン

ゲツツジなどを在来植物とし，ヌリトラノオ，ヒトツ

ノf，スズダケ，ビロードテンツキ，ノテンツキ，イト

ハナピテンツキ，ハタガヤ，コツブヌマハリイ，ビ

ロードスゲ，ダケカンパ，オオイタピ，マタタピ，イ

ワレンゲ，ヤマアイ，ユキヨモギなどを移入種あるい



は偶産種として扱うなど，いくつかの分類群の取り扱

いを変更している。ここでは，在来 ・帰化の取り扱い

やレッドデータ植物の評価などは，より新しい北Jll・

田中 （2004）の見解に従い，「横浜維管束植物誌Jと
は変更した。なお，北川・ 田中（2004）では，同一分

類群において，「ある区では自生であるが，ある区の

記録は移入品Jと個別に判断した部分もあり，区ごと
の分布分類群数の算出では個々にその判断に従った。

なお，「横浜維管束植物誌Jの見出しの数などから
算出した2,052分類群と，収集された標本データに

より算出した2,061分類群一田中（2003b）では1,971 

分類群 では，算出の根拠が異なるので，注意が必

要である。

3）使用したデータ

「横浜維管束植物誌」のためにデータベース化され

た標本データは，横浜市こども植物園と神奈川県立

生命の星 ・地球博物館を中心に，厚木市郷土資料館，

川崎市青少年科学館，相模原市立博物館，平塚市博物

館，横須賀市自然・人文博物館，東京都立大学理学部

牧野標本館，東京大学総合研究博物館植物部門およ

び理学部付属小石川植物園，国立科学博物館などの

標本を加えた48,214件である。この中には，栽培種

や自生種を植栽したものを採集した標本のデータな

どが700件，採集された区が不明なものが12件あり，

本研究における区ごとの植物相の特徴の概説では，

これらを除いた47,502件のデータを用いた。この

47,502件のデータは，対象とした2,061分類群のう

ち，採集された区が不明なサジオモダカ，タマヤブジ

ラミ（帰化），ヒメハッカ，シデシヤジン，ムジナオ

オバコ（帰化）を含まないため， 2,056分類群のもの

である。なお，これらのデータを分類群と採集された

区で単一化した分布情報は，16,947件のものである。

結果および考察

1）区ごとの分類群数と各区の植物相の構成

区ごとの分類群数と採集標本数については，田中

(2003b）でも報告されているが，ここでは分布図で

は統合されている変種や品種などのお分類群を細分

した2,061分類群を対象とし，北川・田中 （20〔4）の

区分に従った区ごとの分布分類群数を，シダ植物，

裸子植物，単子葉植物，双子葉植物離弁芯類，合弁

花類の上位分類群ごとに表1に示した。田中（2003b)

では，絶滅した分類群数を示したが，ここでは北）｜｜・

田中（2004）によるレッドデータ植物の分類群数を

算出した。

(1）区ごとの在来植物と帰化植物

図lに， 在来植物と帰化植物を区別し，区ごとの分

布分類群数を示した。分布分類群数が多いのは，緑区

や保土ケ谷区，栄区，金沢区であるが，在来植物だけ

をみれば，緑区や栄区とともに，旭区が多い。 一方，

少ないのは，西区や港北区であり，西区は，在来植物

の分布分類群数も少ない。在来植物だけをみれば，西

区や港北区とともに，中区や神奈川区などが少ない。

また，図2に，各区の帰化率（分布する全植物の

分類群数に対する帰化植物の分類群数の割合）を示

した。西区と中区は40切近い高い帰化率となってい

るが，旭区では20切より低い。なお，全市では33.6弘

の帰化率である。

区ごとの分布分類群数は，主に在来植物の数により

決まるが，旭区では記録された在来植物の数も多い上，

帰化植物の数も少なく，在来植物の比率が高くなって

表1 上位分類群ごとの各区の分布分類群数

シダ 裸子 単子 阿佐弁 合弁

在来 帰化 在来帰化 在来 帰化 在来 帰化 在来 帰化

鶴見区 62 (2) 4 3 3 182 (24) 67 261 (20) 114 129 (22) 106 

神奈川区 49 (1) 4 4 3 153 (12) 50 243 (9) 98 114 (7) 90 

西区 34 4 2 5 126(7) 56 200 (8) 118 77 (2) 102 

中区 49 (4) 2 5 130 (7) 82 228(10) 134 98(10) 105 

南区 56 (4) 2 3 4 157(14) 51 278 (22) 92 111 (4) 75 

港南区 62 (8) 4 4 4 185 (19) 61 294 (21) 95 131 (11) 91 

保土ヶ谷区 88 (18) 4 2 4 215 (38) 86 335(35) 131 163 (37) 115 

旭区 129 (42) 5 5 (1) 3 213 (48) 39 331 (51) 81 177 (54) 62 

磯子区 63 (6) 2 3 3 158 (12) 49 276 (15) 82 129 (10) 72 

金沢区 108 (37) 4 4 4 202 (37) 74 331 (42) 122 155 (27) 103 

港北区 47 (4) 5 3 5 147 (18) 46 243 (12) 75 94 (12) 68 

緑区 146 (53) 3 3 3 239 (58) 63 346 (46) 95 175(43) 79 

青葉区 89 (17) 1 5 (1) 3 216 (49) 62 316 (37) 100 177 (53) 85 

都筑区 55 (2) 1 1 3 188(24) 62 247 (14) 89 118 (21) 88 

戸塚区 73 (9) 3 4 5 196 (27) 56 298 (28) 86 141 (18) 85 

栄区 79 (12) 4 4 5 232 (41) 70 349 (41) 123 163(30) 98 

泉区 73 (9) 2 3 (1) 3 173 (13) 52 270 (10) 88 112 (8) 77 

瀬谷区 86 (17) 3 3 4 187 (22) 67 311 (26) 135 145 (27) 99 

全市 186(82) 10 5 (1) 6 361 (137) 169 530 (140) 290 284 (118) 215 

※（）内には北川 ・田中（2004）によるレッドデータ植物の数を内数で示したの
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全体

言十 在来帰化帰化率

931 637 (68) 294 31. 6 

808 563 (29) 245 30. 3 

724 439 (17) 285 39.4 

834 507 (31) 327 39. 2 

829 605 (44) 224 27.0 

931 676 (59) 255 27.4 

1143 803 (128) 340 29. 7 

1045 855 (196) 190 18.2 
837 629(43) 208 24.9 
1107 800 (143) 307 27. 7 

733 534 (46) 199 27. 1 

1152 909(200) 243 21. 1 
1054 803 (157) 251 23.8 

852 609 (61) 243 28.5 
947 712 (82) 235 24.8 
1127 827 (124) 300 26. 6 

853 631 (41) 222 26. 0 
1040 732 (92) 308 29.6 

2056 1366 (478) 690 33.6 
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そのうち10分類群のみが帰化植物であるため，在来

植物と帰化植物の比率は，各区で大きな差はない。

全体では，旭区や緑区に多くの分類群が記録されて

いるのが顕著である一方，鶴見区や神奈川区，西区，

中区，磯子区などの沿岸に位置する区や，南区や港

南区，港北区，都筑区などでは少ない。単子葉植物

については，シ夕、、植物ほど顕著で、はないが，西区や

南区，瀬谷区などで全体の割合が低くなっているの

に対し，在来植物の比率はそれほど変わらず，都筑

区では全体の割合が高くなるともに，在来植物の割
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図2 各区の帰化率

いる。逆に，中区や西区，神奈川区では市街化が著し

く，在来植物が少ない上，港湾地域を含むために帰化

植物が多く，帰化植物の比率が高くなっている。

(2）上位分類群ごとの在来植物と帰化植物

図3に，横浜市全体に分布するシダ植物，裸子植

物，単子葉植物，双子葉植物自lt弁花類，合弁花類の
上位分類群ごとの分布分類群数に対する，在来植物

と帰化植物の割合を区ごとに示したO

シダ植物は，全市に196分類群が記録されており，



シダ シダ

合弁 裸子 合弁 裸子 合弁 裸子

鶴見区 神奈川区 西区

シダ シダ シダ

合弁 裸子 合弁 裸子 合弁 裸子

中区 南区 港南区

シダ シダ シダ

合弁 裸子 合弁 裸子 合弁 裸子

旭区 磯子区
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港北区 金沢区 緑区
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青葉区 都筑区 戸塚区

シダ シダ シダ

合弁 裸子 合弁 裸子 合弁 裸子

栄区 泉区 瀬谷区

図3 よ位分類群別の各区の在来植物と帰化植物（績浜市全体に分布する各上位分類群の分布分類群数に対する割合）
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図4 上位分類群ごとの各区のレッドデータ植物（上位分類群ごとの全レッドデータ植物数に対する割合）
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合が高くなっている。都筑区で，シダ植物相が貧困

である一方，単子葉植物相が豊富である点は特筆す

べき点であるが，その理由は不明である。

離弁花類と合弁花類については，区ごとの大きな

差異は認められないが，南区や港北区，泉区では多

少とも合弁花類の占める割合が低い。

なお，裸子植物は全市でも 11分類群が記録されて

いるだけで，他の上位分類群に比べ極端に分布分類

群数が少ないので，ここでは触れなかった。

(3）レッドデータ植物

図4に，横浜市全体のシダ植物，裸子植物，単子

葉植物，双子葉植物離弁花類，合弁花類の上位分類

群ごとのレッドデータ植物数に対する，各区のレッ

ドデータ植物の割合を示した。なお，裸子植物は全

市でも l分類群がレッドデータ植物とされているに

過ぎないために割愛し，全分類群での割合を示した。

また，レッドデータ植物の割合が区ごとに大きく異

なるため，グラフの軸の最大値を変更しであるので，

注意が必要である。

レッドデータ植物の分布が多いのは旭区や金沢区，

緑区であり，少ないのは神奈川区や西区，中区であっ

た。レッドデータ植物の多少は， 在来植物の分布分類

群数の多少と一致しているが，港北区は，在来植物の

分布分類群数の少ないのに比べ，レッドデータ植物

が多い（実数ではなく比較の問題である）。この点は，

港北区の在来植物の分布分類群数の少なさは，植物

相が貧弱であるというよりも，いわゆる“普通種”の

記録の不足に起因していると想像される。

上位分類群ごとにみると，シダ植物については，

鶴見区，神奈川区，西区，都筑区が少なく ，旭区や

金沢区，緑区が多い。旭区や金沢区，緑区でレッド

データ植物が多いのは，シダ植物の多さによるとこ

ろが大きい。また，単子葉植物は青葉区や栄区，合

弁花類は青葉区や旭区で多い。これらの区では，特

に該当分類群の在来植物の比率が他に比べて高くは

ないため，特にその上位分類群の植物相が豊富で、あ

るということではなく ，それぞれのレッドデータ植

物が生育する環境を個々に有しているのであろう。

出口 (1968）は，「植物分布上の注目種密集植生」

として，中部地域西半部，北西部地域，南東部地域

などの特殊性を指摘しているが，レッドデータ植物

の分布が多い旭区や金沢区，緑区などは，それぞれ

の地域に含まれる。横浜市において，特徴的である

と指摘されている地域にレッドデータ植物が多いこ

とは，その特徴的な植物相が危機に瀕していること

を示しており ，今後の対応が必要であろう。なお，

レッドデータ植物の標本が現存しない区でも，以前

は該当植物が生育していた可能性は否定できないが，

現状では調べる手段がない。ただし，さまざまな要

因により市内の生育環境は一様でないため，植物の

分布にも偏りがあり，それに起因する部分もある。

3）記録区数ごとの分類群数

対象とした2,056分類群が分布する区数ごとの分

類群数を在来植物，在来植物のうち絶滅植物，帰化

植物に区別し，図5に示した。もっとも分類群数が

400斗型

300 

nu 
n
U
 

ηノ』

分
類
群
数

219 

100 

。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

分布する区数

図5 在来植物 （現存・ 絶滅）・帰化植物別の分布する区数ごとの分類群数
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多いのはl区のみに分布する399分類群で， 18区に分

布する 312分類群， 2区に分布する 219分類群， 3区

に分布する157分類群と続く。横浜市全体の植物相を

考えると，ある区あるいは数区にのみ分布する植物

が多い一方，全区に一様に分布する植物も多いとい

うことがいえる。さらに 1区のみに分布する 399分

類群のうち， 42.6切に相当する 170分類群は帰化植物

であるのに対し， 18区すべてに分布する分類群では，

312分類群のうち， 23.1%に相当する72分類群が帰化

植物であり， 18区すべてに分布する分類群では，在

来植物の比率が高い。特にl区のみに分布する分類群

には， 76分類群の絶滅植物が含まれるため，現存す

る在来植物では，帰化植物の割合がさらに高くなる。

田中 （2003a）によると，神奈川県の111個のメ ッ

シュで、は， l～5個のメッシュにのみ分布する植物が

もっとも多く，次いで、6～10個， 11～15個， 16～20

個と続き， 66～105個のメッシュで、は漸増するが， 106

～llO個のメッシュで、記録された分頬群数はもっとも

少なく，記録されたメッシュの数が多くなるほど，該

当する分類群数は少なくなるL字状の分布傾向にあ

る。このことは，神奈川県では，丹沢や箱根の山地か

ら，横浜を中心とする市街地や，その他の丘陵，低地

など，さまざまな環境があり，それぞれに異なる植物

が生育していることを示している。それに対し，横浜

市では， l区のみに分布する分類群に次いで， 18区に

分布する分類群が多く，凹状の分布傾向を示すのは，

環境がある程度類似しており，各区にほぼ一様に分布

する一群の植物が存在していることによると思われる。

横浜市では，これらの“基本となる植物相”があ

り，これにそれぞれの地域ごとに特殊な植物相が積

み重なり，あるいは欠如し，各区の植物相が成立し

ているといえる。なお，“基本となる植物相”は，前

述のように在来植物の比率が高いことから，おそら

くは横浜市を広く被う丘陵地の植物相が主要な構成

要素であり，市街地に広く生育する帰化植物が一部

含まれていると思われる。

4）記録された区数が少ない分類群が分布する区

l区のみに出現する 399分類群のうち，分布する

分類群が多い区は金沢区の49分類群であり，緑区の

48分類群，中区，旭区の31分類群，保土ケ谷区，栄

区の30分類群と続く。表2に各区にのみ分布する分

類群を示した。これらのうち，緑区の18分類群，金

沢区の 15分類群のシダ植物は大きな割合を占める

が，特に緑区では雑種のシダ植物が多い。また，帰

化植物が多いのは，中区の24分類群，瀬谷区の19分

類群，保土ヶ谷区の18分類群，西区の16分類群であ

り，この点は，新産帰化植物が発見される立地（港
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湾や畜産農家，土壌改良剤に使用される輸入穀物粕

など）の存在によるところが大きい。さらに，在来

の絶滅植物の数では，旭区の23分類群，金沢区の11

分類群が目立つが，この内，旭区については，出口

(1968）が指摘している「植物分布上の注目種密集植

生」地域の中核を成すとともに，その当時の貴重な

標本が多く残されていることも大きな要因であろう。

同じ2区のみに出現する分類群数が多かったのは，

旭区と緑区の16分類群，金沢区と栄区の15分類群で

あり，他の組み合わせは7分類群以下であった。旭区

と緑区だけに共通に分布する分類群は，アカフユノハ

ナワラビ，ヤシャゼンマイ，キジノオシダ，サイゴク

イノデ，ハタジュクイノデ （雑種），ヨコハマイノデ

（雑種），イヌイワイタチシダ，フジクマワラビ（雑種），

クマオシダ（雑種），コセイタカシケシダ（雑種），キ

ジカクシ，キダチノネズミガヤ，シグレヤナギ（雑種），

ミツデカエデ，サワシロギク，アズマヤマアザミで，

16分類群中，雑種が半数を占めるものの10分類群が

シタ干直物であるのが特徴的である。出口（1968）は，「植

物分布上の注目種密集植生」地域の解説において，「40

～50年生の大樹よりなるスギ林が比較的多く他より存

在する」としており，この林地が豊富なシダ植物の生

育地を提供していると考えられる。金沢区と栄区だけ

に共通に分布する分類群は，ツルデンダ，ナツズイセ

ン，シロパナツユクサ（品種），ヒメウキガヤ，ミヤマ

ウズラ，／＼ゼラン，オオツヅラフジ，ウラジロマタタ

ピ，ジャケツイバラ，シラキ，ミヤマシキミ，アズマ

カモメヅル（品種），コパノムラサキシキブ（品種），ケ

イワタバコ，ヒメガンクピソウで、あった。出口 (1968)

カf指摘しているように，「やや硬い野島層の地層が表

に現われ，更にやや急峻な地形をなす」ため，数箇所

で岩崖に生えるケイワタバコカf記録され，神奈川県内

では丹沢・箱根の山地と本地域にあるミヤマシキミ，

その他数箇所にあるオオツヅラフジやウララジロマタ

タピ，ヒメガンクピソウなどが特徴的である。金沢区

と栄区は，地形的には三浦半島の主体をなす丘陵地性

山地の北端に位置し（松島 ・平田， 2003），他の市域

とは一線を画しており，海進時に島状に陸地化したこ

とも含め，特異な植物相が形成された要因であろう。

5）多くの区に分布する種が欠如する区

多くの区に出現する分類、群が欠如する区は， l区

のみに欠如するものでは， 22分類群が欠如する中区，

20分類群が欠如する港北区， 15分類群の都筑区と西

区， 8分類群の青葉区が目立ち，残りは4分類群以下

である。該当種を表3にまとめた。



区名

鶴見区（24)

神奈川区（17)

西区（20)

中区（31)

南区（7)

港南区（7)

表2. 1区にのみ分布する分類群一覧

分類群名

→オオセキショウモ ・Tミズアオイ・→ナンカイヌカボ ・→セイヨウヌカボ ・→ミナトムギクサ ・→アフリカヒゲシパ・シロガヤツリ
. tクロカワズスゲ ・コウボウシハ ・アカガシ×アラカシ ・t＂？ノレパアカザ ・→ケシ・→コパノコショウソウ ・クロガラシ ・Tミヤ7
7ユイチゴ・↑ゴキヅノレ・→ヤマモモソウ・→ベニハナセンブリ・シロハナアキノタムラソウ ・→ホザキモウズイカ ・→ヤナギパヒメ
ジョオン・ダイコクサワギク ・→オオハンゴンソウ ・→ヒメクリノイガ

→モエジマシダ・t7-vモ・→コパナノハイゼキショウ・ →チャボノカタピラ.tヒナザサ Tナガエミクリ ・→ヤンパノレミチヤナギ
. tヤナギヌカボ・→Tセンニチノゲイトウ ・シロパナジロボウエンゴサク ・→ノレベラナズナ ・→ツキヌキサイコ ・→ナンパンノレリソ
ウ・→ミナトク7ツヅラ ・Tヒキオコシ .tイヌタヌキモ ・→↑ハイオオバコ

Tシパナ ・→アレチタチドジョウツナギ ・Tオオクグ ・→ウンリュウヤナギ・→オムナグサ ・→ホザキマンテマ ・Tハマアカザ ・→ハ
イキンポウゲ ・→ハタモウアカツメクサ ・→ダンゴツメクサ・→ジモグリツメクサ ・→キレハウマゴヤシ ・→ヒメフウロ ・→コメバミ
ソハギ ・→ゴウシュウヤブジラミ・ヒナギキョウ ・→キンセンカ ・→コウヤカミツレ ・→ベニバナ・→↑ワタゲハナグノレ7

ハマホラシノブ ・→アレチイネガヤ ・→ミノボロモドキ・→ヤクナガイヌムギ①型 ・→チャボチャヒキ・ →ホソノゲムギ ・→エダウチ
チカラシパ ・→シンクリノイガ ・ウパメガン ・→ホザキニワヤナギ ・→↑ノハラヒジキ ・→アメリカピユ ・→サジピユ ・→ トゲミゲシ
・→↑ハマピシ ・7ノレパアキグミ ・→アツハスミレ・↑ ミズユキノシタ・→ウスゲヤ7ニンジン ・→↑フランスゼリ・→↑ミツガシワ
・→オキナワクノレマパナ ・→↑コゴメオドリコソウ・→ラシャナス ・→ナガエノセンナリホオズキ ・Tノコギリ Yウ・→メリケントキ
ンソウ ・シンコウサワギク・→ヌマツノレギクモドキ・→カyコウアザミ ・Tハマコウゾリナ

カンガレイとイヌホタノレイとの推定雑種・→オオイタピ ・→トゲミノキツネノボタン ・Tオオダイコンソウ ・→ヒメウコギ ・イヌムラ
サキシキプ ・レモンエゴマ

ツツヤナギモ ・Tクサスギカズラ・キボウシノ ・→コモチナデシコ・ヤエザキカジイチゴ・アオナワシロイチゴ ・→ハリアサガオ

保土ヶ谷区 C3olI→シノブ ・→オニユリ・→サフランモドキ・→ヒオウギ ・→アメリカクサイ ・→ノテンツキ・ →イトハナピテンツキ ・ヤ-v7ゼスゲ ・
イトアオスゲ ホソパタデ・→シロミミナグサ ・カザグノレ7 ・コイヌガラシ・ヤエノモミジイチゴ→ムレスズメ ・ケカタバミ ・→ナ
ツメ ・→ハイキンコジカ・オ卜コノγスミレ・→ドクゼリモドキ・ Tアケボノソウ・→ノハラムラサキ ・ベニバナハコネウツギ ・→ム
ギワラギク・→Tイガギク ・→Tテンニンギク・ →Tダンゴギク ・→ミツバオオハンゴンソヮ ・Tノブキ.tオヤ7ボクチ

旭区（31)

磯子区（8)

金沢区（49)

港北区（12)

緑区（48)

青葉区（23)

都筑区（16)

戸塚区 (15)

栄区（30)

泉区（4)

瀬谷区（27)

オオキジノオ .tオオクジャクシダ・↑ナチクジャク ・ヒロハヘピノヰゴザ・ t.，，.ノレバオモダカ ・Tイヌノヒゲ・チャボチヂミザサ －
Tヒメミクリ ・Tコシンジュガヤ ・コイトスゲ ・→シラカンハ・↑ナガパノウナギツカミ ・↑オキナグサ .tヒツジグサ ・Tミズオト
ギリ .tハコネクサアジサイ・ ↑ノリウツギ ・シロノミナヌスピトハギ・→ヒロハノレンリソワ ・→↑ ゴシュユ・ Tミズキカシグサ .t 
ムカゴニンジン・ Tサクランウ ・↑ホソハノヨツパムグラ ・↑オオノレリソウ・↑ヒメナミキ .tサワトウガラン・ Tヒメトラノオ .t 
サワギキョウ ・Tタテヤマギク ・↑コウモリソウ

Tカワツノレモ シブヤザサ・→カンチク ・オキナワジュズスゲ ・→イワミツハ ・ミヤマタゴボウ ・ケブカアキノタムラソウ ・サワギク

コシダ・Tアオホラゴケ.tハコネyダ・ Tイワトラノオ・ミヤコヤブソテツ ・7ムシヤブソテツ ・クマモトヤブソテツ ・ナガハミヤ
コヤプソテツ ・オリヅノレシダ ・ナガノ、ノイタチシダ ・Tオオヒメワラビ・ノコギリシダ・ヒメノキシノブ ・クリハラン ・↑デンジソウ
・コアマモ ・↑スカシユリ ・→オニカラスムギ ・→テフ・↑アイアシ・イソヤマテンツキ ・Tヤガミスゲ .tヒゲスゲ・→オオシ7カ
ンスゲ・→ハ7アオスゲ シオクグ・フウラン ・→ノハラナデシコ.tオカヒジキ・フウトウカズラ・ジヤニンジン・→Tシャグ7ハ
ギ・→ネピキミヤコグサ・ Tヒロハクサフジ・ハ7 ウド ・ジョウシュウカモメヅノレ・ニセジュズネノキ ・→タマサeキフタハムグラ ・キ
クムグラ .tカリガネソウ・キランソウXセイヨウジュウニヒトエ・コハクサンボク ・ウラギク・→イワヨモギ・→ユキヨモギ ・イナ
ムラヨモギ・→イガヤグノレマギク・→ヤグノレ7ギク ・→キクニガナ

→ナギ・→カシュウコメススキ・↑ヒキノカサ .tノカラマツ ・→シラユキゲシ・ Tノウノレシ .tエキサイゼリ ・↑ハナムグラ ・→キ
ダチハリナスビ ・→↑ケカナダアキノキリンソウ ・Tサワオグノレマ ・→ワタゲツノレハナグノレ7

アカネハナワラビ・アイフユノハナワラビ ・↑オオパノハチジョウシダ・メヤブソテツ ・オオキヨズミシダ ・カタイノデ ・ハコネイノ
デ・ジタロウイノデ ・ミドリイノデ・タカオイノデ・コテンバイノデ・シノブカグマ ・ワカナシダ・ ミヤマクマワラビ ・ミヤマイタチ
シダ ・キノクニベニシダ・イワイタチシダ ・セイタカフモトシケシダ ・ヤナギモ・カタクリ ・Tユキザサ・タチコウガイゼキショウ ・
ノ、ネガヤ・→ヒメクロアブラガヤ ヒメゴウソ .tオオタ7ツリスゲ・サヤゲホンモンジスゲ ・アオスゲ×シパスゲ ・↑ クモキリソウ
・サガミラン ・ヤナギイチゴ .tヤナギイノコヅチ ・ダンコウバイ ・アズ7イチゲ ・→キパナクレス ・ヤブザクラ →イヌゴシュユ
フユザンショウ ・オニイタヤ ・カジカエデ・タカオスミレ・ウリノキ アラゲアオグモ ・フトボナギナタコウジュ ・オオヒナノウスツ
ポ・ソパナ ・サクラオグノレ7 →アレチアザミ

イトトリゲモ・エダウチチゴユリ ・→ヌカススキ・→ヒメハノレガヤ ・→ホソセイヨウヌカポ ・タマツリスゲ ・アワボスゲ ・Tカキラン
・クロムヨウラン・→マタタピ ・Tウメパチソウ .tコアジサイ・ミシマイバラ.tズミ・→ワタリミヤコグサ・アオハダ・サクラタ
チツボスミレ・ネジキ・イヌヌマ トラノオ ・キパナアキギリ ・→アレチボロギク ・→ヒメヒマワリ ・ナガノ〈ノコウヤボウキ

→セイヨウウキガヤ・→アメリカカゼクサ ・→シロカゼクサ ・→シ7 ヒゲγパ・→コップヌマハリイ・→Tスジヌマハリイ ・イセウキ
ヤガラ ・ヒロハハンノキ・→サケパミミイヌガラシ ・カワチハギ ・ニシキミヤコグサ ・アカハグミ ・ヒカゲスミレ・ミドリタチツボス
ミレ ・→コ卜プキギク・→シロタエヒ7 ワリ

↑ホッスモ ・ナンゴクカワラスガナ・→ビロードテンツキ・イヌタイワンヤマイモドキ ・アカY・→ツノレノゲイトウ ・ウスアカノイバ
ラ・ツクシハギ・→シロパナゲンゲ ・ミズキンパイ .tドクゼリ・→↑カワミドリ ・→↑コテングクワガタ ・→シロノジシャ ・キレハ
ノオトコヨモギ

→ホテイアオイ ・ムラサキススキ ・アオチャガヤツり ・ンロネジバナ ・ヨウラクラン ・ヤマミズ・サワハコベ ・→ホソハツノレノゲイト
ケ・t-vツブサ・→セリパオウレン ・→Tシュウメイギク ・スハマソワ ・→サザンカ ・→カスミザクラ・→カザンデマリ・オクタ7ハ
ギ・→ヤマアイ・→トチノキ・オオナワシログミ・シロパナニオーイタチツボスミレ ・エゾミYハギ ・→ヒレタゴボウ ・／ジトラノオ ・
イヌセンブリ ・→エゾムラサキ ・↑タニジャコウソウ・→ヒメアメリカアゼナ.tレンプクソウ ・ヨメナ →キダチコンギク

→スズメヒゲシパ・トゲナシテリハノイバラ ・→ナンザンスミレ ・ナガエノフタパムグラ

リュウノヒゲモ ・→ノゲエノコロ ・→ホウキアゼガヤ ・→アレチクグ ・→ヒ 卜シベクグテンツキ・→ビロードスゲ ・ナラガシワ ・コガ
ネギシギシ ・→ニセスナジミチヤナギ・→ウスベニツメクサ ・→ヒロハ／ 7ンテ7 ・→ヒロハヒメハマアカザ ・→ヒナゲシ ・キレハヲ
ミイヌガラシ・→ホソミナズナ ・→オオバナナズナ シロイヌナズナ・キクザキヤマブキ ・→クシパツメクサ・→ショウジョウソゥモ
ドキ ・→ウスゲキダチキンパイ ↑アセビ・→ヒロハフタハムグラ ・→マノレパフタパムグラ ・→オキナアサガオ・→ニチナンオオバコ
．→ナタネタビラコ

※区名の後の（）の数字は該当する分類群数を示す。また，分類群名の前の→は帰化植物を， Tは絶滅種を示す。
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さらに， 2区で欠如するものでは， 9分類群が欠如

する中区と西区， 7分類群が欠如する港北区と西区

が目立つ。中区と西区で欠知するのは，オオハナワ

ラビ，ヤマホトトギ、ス，ヒトリシズカ，オランダガラ

シ，キンミズヒキ， トキリマメ，コマユミ，ウマノ

ミツバ，ウグイスカグラ，港北区と西区で欠如する

のは，リョウメンシダ，クマワラビ，コウガイゼキ

ショウ，エゾノギシギシ，ヒカゲイノコヅチ，オト

コエシ，ノハラアザミで，大部分は在来植物である。

以上のことは，そのまま，中区や西区，港北区，都

筑区，青葉区では，他の市内全域で広く普通に分布

する種が欠如していることを示すが，それぞれの要

因については， 2つのことが推察される。

まず，中区や西区については，いわゆる“普通種”

が欠知するほど，自然環境が失われていると考えられ

る。表3のうち，西区のヌスピトハギやヨツパムグラ，

中区のイヌシダやイヌシデなど，さらに調査を進めれ

ば市在認できそうな分類群もあるが，市の中心として，

古くから開発が進められた両区が持つ厳しい現実であ

ろう。また，中区は，田中 （2003a）でも，神奈川県と

いうレベルでみても， 川崎区とともに，市街地が主体

となった1虫立性の高い区であることが指摘されている。
次に，港北区，都筑区，青葉区については，行政

区界の変更（いわゆる“分区”）の影響が大きいと考

えられる。本報告のもとになったデータには，「横浜

維管束植物誌」ゃ『神奈川県植物誌2001.!（神奈川県

植物誌調査会編， 2001）』のために収集された資料以

外に，『神奈川県植物誌1988』（神奈川県植物誌調査

会編， 1988）のために収集された資料のデータも多

く含まれる。 その調査当時（1979～1987年），集中的

に調査が進められ，標本が採集された地域が，“分区”

により隣接区に含められたため，相対的に港北区，都

筑区，青葉区などの記録分類群数が減少したものと

考えられるのである。各区で採集された標本の数は

分布する植物の数とともに，調査担当者の人数によ

る影響を受けるため， 一概に比較できないが，港北区

での採集標本は， 1,352点と，神奈川区の1,813点，西

区の 1,518点に比べても少なく，特に，現「港北区」

としての調査の補足が課題である。このことは，前述

のように分布分類群数の少なさに比較してレッド

データ植物が多いことから，いわゆる“普通種”の記

録の不足が推測されることとも符合し，実際に表3に

表3. 1区にのみ欠如する分類群一覧

区名

鶴見区（I)

神奈川区（2)

西区（15)

中区（22)

南区（4)

港南区（0)

保土ケ谷区（0)

旭区（2)

磯子区（I)

金沢区（2)

港北区（20)

緑区（4)

青葉区（8)

都筑区 (15)

戸塚区（2)

栄区 （2)

泉区（4)

瀬谷区（2)

分類群名

→サワラ

ンケシダ ・イワニガナ

イワガネソウ・コウヤワラビ ・ノキシノブ ・カワラスガナ・ケスゲ ・フタリシズカ ・キジムシロ ・7ノレパヤハズソウ ヌスビ
トハギ・コマツナギ ・ゴンスイ・ヨツハムグラーナガパハエドクソウ ・→ダン ドホロギク・コウヤボウキ

イヌシダ ・ハリガヰワラビ ・ナノレコユリ ・シオデ・ノガリヤス ・アプラススキ ・アオスゲ ・イヌシデ ・ミミナグサ ・イヌショ
ウ7 ・コゴメウツギ ・クサイチゴ ・ミツバッチグリ ・→アレチウリ ・→ユウゲショ ウ・ノダケ・イヌコウジュ ・→ヒメジョオ
ン・→オオオナモミ ・ヒヨ ドリパナパイスウタイ・→アカミタンポポ・ニガナ

カズノコグサ・→イヌピユ ・ミズタ7 ソウ ヒノレガオ

→トキワツユクサ・ソクズ

ニガイチゴ

ヒメヒラテンツキ ・コブシ

ワラビ・ヤマヤブソテツ ・→ネスミムギ ・ヒメアシボソ ・ササガヤ アゼガヤツリ ・テンツキ・→オオケタデ・オオハノレタデ
・→ミチタネツケバナ ・シモツケ・サンショウ・キブシ ・ク7 ノミズキ・ヤブコウジ・オカトラノオ ・ヒイラギ・コバノカモ
メヅノレ・ツリガネニンジン ・シラヤ7ギク

ジャノヒゲ ・スズメノエンドウ ・→ヒノレザキツキミソウ ・→ヒロハホウキギク

ノハラスズメノテッポウ ・シパ ・→ミョウガ・ →ナガミ ヒナゲシ ・→ムラサキカタバミ・ モチノキ ・→コンフリー・ →キキョ
ウソウ

オオパノイノモトソウ ・オニヤブソテツ ・イヌガヤ・ニワホコリ・スズメノヒエ ・→オシロイバナ ・タガラシ・オトギリ Yウ
・→ツノレマンキングサ・オオシマザクラ・ツノレグミ・コスミレ ネズミモチ ・ハシカグサ・ハナイパナ

キンエノコロ・コメヒシパ

→イヌカキネガラシ・ →アメリカオニアザミ

→ヒメコパンソウ ・ノササゲ ・テイカカズラ ・→ブタナ

→オオウシノケグサ ・→アレチノギク

※区名の後の（） の数字は該当する分類群数を示す。また，分類群名の前の→は帰化植物を示す。
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よればワラビを初めとし 精力的に調査すれば確認

可能な分類群が欠如しているよう に思われる。

一方， l区のみに欠如するものがない港南区や保

土ヶ谷区は，市内に分布する“普通種”については，

すべて確認されている，非常によく調査された区で

あるといえる。また， l区のみに欠如する分類群が，

l分類群の鶴見区や磯子区， 2分類群の神奈川区や旭

区，金沢区，戸塚区， 栄区，瀬谷区などは，該当種

が分布しない可能性よりも，今後の調査の進展に

よって該当種が採集される可能性の方が高い。

おわりに

本報告では，『横浜の植物』の基礎となった資料に

よって，横浜市における区ごとの植物の分布状況に

ついて概説した。特徴的であるのは，帰化植物が多

く，在来植物が少ない西区や中区，“分区”の関連で，

さらなる調査が必要だと考えられる港北区，都筑区，

青葉区， 豊富な植物相を持つ一方，レッドデータ植

物も多い旭区や緑区， 金沢区などである。また，横

浜市全域の基本となる植物相の存在も重要である。

本報告が，今後の市域の植物相の保全と，さらなる

補充調査の一助になれば幸いである。
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